
令和元年度第３回平塚市障がい福祉施策推進懇話会 議事録 

 

１ 日時・場所 

  日 時：令和 2年１月２9日（水曜日） １５：００～１６：３０ 

  場 所：平塚市役所本館７階７２０（２）会議室 

 

２ 出席者 

  参加者：橋本勢作（平塚市民生委員児童委員協議会常任理事）、彦根倫子（神奈川県平塚保健福祉事務所 

保健福祉部長）、出縄守英（社会福祉法人進和学園理事長）、竹内順子（平塚市肢体不自由児者父 

母の会会長）、雨宮恵子（平塚地区自閉症児者親の会代表）、松山典子（特定非営利活動法人ひの 

き会理事長）、安池雅彦（ＮＰＯ法人フレッシュベルカンパニー管理者）、市川祥枝（株式会社アクアテ 

ックアクア・ケアサービス平塚管理者） 

  欠席者：平沼倫枝（神奈川県立平塚養護学校教諭）、村田剛（ほっとステーション平塚施設長） 

  事務局：障がい福祉課 武井課長、杉﨑課長代理、長谷部主査、矢守主査 

こども家庭課 仁和担当長 

  傍聴者：なし 

 

３ 議題 

 【事務局説明】 

（１）「平塚市障がい者福祉計画（第４期）」の愛称案について 

 

【意見交換・質疑応答】 

参加者からの主な意見等は次のとおりです。 

 

・愛称を一言で言えるのか疑問に思った。長いものだと印象に残りづらい。短い言葉の方が愛称としては向いて 

いると思った。 

・カタカナを使うと格好いいと思う。 

・なになにプランとした方が計画として分かると思う。 

・福祉のまち平塚を前面に出してほしい。プランにはそこも期待している。 

・色々とやり取りしている中で、市役所全部で取り組まれていると感じた。 

・愛称で直したほうが良いと思うところは、直してもいいのではないか。 

・愛称ということなので長くないほうが良い、文章的なものよりは単語的なものが良い。 

・造語で興味を引いてもらうのも良いと思う。 

・平塚がいろいろな分野で分かり易い名称を使っているものがあることに気づいた。 

・言葉の説明があればどういう風に付いたかが分かると思うが、そういったものは計画につけるのか。 

・愛称の持つ意味を伝えることが大切だと思う。 

・面白味があるものも残したいと思う。 

・ＰＲ動画もそれに準じて作ってほしい。 



 

事務局から、本日頂いた御意見を取りまとる旨を説明し会議は終了した。 

 

以 上  


